
̶ 水俣と島原半島・天草諸島への旅 ̶ 
石牟礼道子に導かれて

水
俣
と
島
原
半
島
・
天
草
諸
島
へ
の
旅  

       

〜
石
牟
礼
道
子
に
導
か
れ
て
〜
　
　                              

　
《
水
俣
へ
の
旅
》 

　
二
〇
一
八
年
十
一
月
、N

PO

法
人
・
水
俣
フ
ォー

ラ
ム
主
催
「
水
俣
へ

の
旅
」
（
三
泊
四
日
）
に
参
加
し
た
。
日
程
の
詰
ま
っ
た
密
度
の
濃
い
実

施
内
容
で
、
私
は
い
つ
も
の
習
慣
の
日
々
の
晩
酌
は
取
り
や
め
、
様
々
の

場
面
に
か
な
り
本
気
で
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
旅
に
参
加
し
た

動
機
は
、
こ
こ
数
年
来
、
石
牟
礼
道
子
の
人
と
な
り
や
『
苦
海
浄
土
』
『
春

の
城
』
と
い
っ
た
そ
の
著
作
の
表
現
世
界
に
強
く
惹
か
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。 

　
こ
の
「
水
俣
へ
の
旅
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訪
問
先
に
お
い
て
《
水
俣

病
事
件
》
に
纏
わ
る
具
体
的
な
事
実
や
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
間
近
に
接

し
、
生
命
・
自
然
・
生
活
よ
り
も
経
済
的
・
国
家
的
な
利
益
と
物
質
的
な

利
便
性
を
平
然
と
優
先
す
る
企
業
や
政
治
の
卑
劣
な
悪
行
と
罪
過
、
さ
ら

に
は
、
私
た
ち
近
代
文
明
社
会
そ
の
も
の
の
度
し
難
い
愚
行
と
罪
業
を
痛

感
し
た
。 

　
原
初
の
尊
厳
に
抱
か
れ
た
生
命
・
自
然
・
生
活
が
奪
わ
れ
虐
げ
ら
れ
る

中
、
人
と
自
然
に
背
負
わ
さ
れ
た
絶
望
と
悲
嘆
と
苦
悶
、
そ
し
て
、
そ
の

魂
魄
の
悶
え
の
奥
底
か
ら
浄
化
・
顕
現
す
る
哀
切
で
深
い
情
愛
と
精
神
に

触
れ
た
こ
と
で
、
「
水
俣
へ
の
旅
」
は
私
の
身
体
的
な
感
覚
や
直
覚
的
な

思
考
が
呼
び
覚
ま
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。
〔
註
１
〕 

〔
註
１
〕
こ
の
「
水
俣
へ
の
旅
」
の
主
な
訪
問
先
は ̶

  

水
俣
市
内
「
チ
ッ
ソ
（JN

C

）
水
俣
工
場
、
百
間
排
水
口
、
湯
の
鶴
温
泉
神

社
、
丸
島
漁
港
・
魚
市
場
、
茂
道
港
・
杉
本
水
産
、
水
俣
セ
ン
ター

相
思
社
・

水
俣
病
歴
史
考
証
館
、
も
や
い
直
し
セ
ン
ター

お
れ
ん
じ
館
、
栽
培
販
売
グ
ルー

プ
か
ら
た
ち
、
親
水
護
岸
・
野
仏
、
水
俣
市
立
水
俣
病
資
料
館
、
と
ん
と
ん
村
、

石
牟
礼
道
子
旧
宅
、
八
幡
宮
、
栄
町
通
り
、
大
廻
り
の
塘
、
月
浦
・
湯
堂
地
区
」 

+ 

熊
本
市
内
「
真
宗
寺
（
石
牟
礼
道
子
資
料
保
存
会
）
、
石
牟
礼
道
子
大
学
」 

　
こ
の
旅
で
出
会
っ
た
水
俣
の
人
々
や
自
然
の
あ
り
様
、
そ
し
て
、
強
く

実
感
し
た
《
水
俣
病
事
件
》
の
根
深
さ
は
、
容
易
に
語
る
こ
と
の
出
来
ぬ

ほ
ど
に
私
の
心
魂
に
深
く
響
く
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
旅
で
学
ん
だ
こ

と
、
あ
る
い
は
、
石
牟
礼
道
子
や
そ
の
著
作
等
に
つ
い
て
、
今
の
私
が
体

系
的
な
叙
述
（
抽
象
的
概
念
）
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
は
あ
ま
り
に
拙
速

で
あ
り
困
難
で
あ
る
。
い
ず
れ
少
し
ず
つ
、
私
の
深
部
か
ら
の
自
己
表
出

と
し
て
成
熟
す
る
こ
と
を
待
ち
た
い
。
こ
こ
で
は
水
俣
フ
ォー

ラ
ム
に

【
私
の
悔
恨
と
生
き
直
し
の
旅
】
と
題
し
て
寄
せ
た
文
章
を
以
下
に
転
載

1



̶ 水俣と島原半島・天草諸島への旅 ̶ 
石牟礼道子に導かれて

（
加
筆
修
正
）
し
、
「
水
俣
へ
の
旅
」
を
私
自
身
の
内
的
体
験
へ
と
深
め

て
い
く
端
緒
と
し
た
い
。 

　
【
私
の
悔
恨
と
生
き
直
し
の
旅
】 

　
四
十
年
近
く
前
の
若
か
り
し
頃
、
私
な
り
に
《
水
俣
病
事
件
》
の
実
態

を
理
解
し
、
一
定
の
社
会
的
行
為
と
し
て
そ
の
闘
い
に
も
同
伴
し
た
つ
も

り
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
い
つ
の
ま
に
か
《
水
俣
病
事
件
》
は
私
の

人
生
の
視
野
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
、
当
時
の
政
治
的
・
社

会
的
な
枠
組
み
の
中
で
の
み
《
水
俣
病
事
件
》
を
把
え
て
い
た
だ
け
で
、

結
局
の
と
こ
ろ
〈
独
り
の
人
〉
と
し
て
は
傍
観
者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の

だ
。
最
近
ま
で
『
苦
海
浄
土
』
を
読
み
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
こ

と
を
象
徴
し
て
い
る
。
今
の
私
に
と
っ
て
苦
い
悔
恨
で
あ
る
。 

　
二
〇
一
五
年
十
一
月
、
私
の
好
き
な
パー

カ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
ト
・
加
藤
訓

子
が
観
世
流
シ
テ
方
・
中
所
宜
夫
と
共
演
す
る
『
オ
ト
ダ
マ
　
コ
ト
ダ

マ
　
阿
吽
』
（
く
に
た
ち
市
民
芸
術
小
ホー

ル
に
よ
る
プ
ロ
デ
ュー

ス
作
品
、

初
演
は
同
ホー

ル
に
て
二
〇
一
三
年
二
月
）
を
鑑
賞
し
た
。 

　
こ
の
作
品
は
、
「
音
と
コ
ト
バ
の
宇
宙
論 ー

花
を
奉
る
（
石
牟
礼
道

子
の
詩
よ
り
）
」
と
の
副
題
に
あ
る
よ
う
に
、
中
所
宜
夫
と
加
藤
訓
子
の

創
作
・
出
演
に
よ
り
、
石
牟
礼
道
子
の
詩
文
「
花
を
奉
る
」
を
モ
チー

フ

と
し
て
構
成
さ
れ
る
。
〈
序
〉
〈
舞
〉
〈
中
入
〉
〈
翔
〉
〈
立
廻
り
〉

〈
舞
〉
と
い
う
六
部
か
ら
な
る
構
成
だ
が
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
一
つ
の

舞
台
と
し
て
演
じ
ら
れ
る
。
〔
註
２
〕 

〔
註
２
〕
こ
の
『
オ
ト
ダ
マ
　
コ
ト
ダ
マ
　
阿
吽
』
の
主
な
内
容
は ̶

 

〈
序
〉
と
し
て
、
パー

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
武
満
徹
「
ム
ナー

リ
・
バ
イ
・
ム

ナー

リ
」
／
謡
に
よ
る
井
筒
俊
彦
「
詩
と
宗
教
的
実
存
」
か
ら
の
ポー

ル
・
ク

ロー

デ
ル
「
都
市
」
の
引
用
〜
〈
舞
〉
と
し
て
、
パー

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
ヤ

ニ
ス
・
ク
セ
ナ
キ
ス
「
ル
ボ
ンa

」
〜
〈
中
入
〉
と
し
て
、
パー

カ
ッ
シ
ョ
ン
に

よ
る
ヤ
ニ
ス
・
ク
セ
ナ
キ
ス
「
ル
ボ
ンb

」
と
ア
ル
ヴ
ォ
・
ペ
ル
ト
「
ア
リー

ナ

の
た
め
に
」
／
謡
に
よ
る
石
牟
礼
道
子
「
花
を
奉
る
」
の
引
用
〜
〈
翔
〉
と
し

て
、
パー

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
即
興
曲
「
ま
ぼ
ろ
し
の
花
」
／
謡
に
よ
る
石
牟

礼
道
子
「
花
を
奉
る
」
の
引
用
〜
〈
立
廻
り
〉
と
し
て
、
謡
に
よ
る
石
牟
礼
道

子
「
花
を
奉
る
」
の
引
用
〜
〈
舞
〉
と
し
て
、
パー

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
ハ
イ

ウ
ェ
ル
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
「
パー

ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
と
即
興
曲
「
花
を
奉
る
」
／

謡
に
よ
る
石
牟
礼
道
子
「
花
を
奉
る
」
の
引
用 

　
こ
の
舞
台
で
の
石
牟
礼
道
子
の
「
花
を
奉
る
」
は
、
シ
テ
の
謡
と
な
っ

て
加
藤
訓
子
の
パー

カ
ッ
シ
ョ
ン
と
共
振
し
、
神
話
的
口
承
の
ご
と
く
私

の
身
体
と
感
受
を
射
抜
い
た
。
そ
の
後
、
石
牟
礼
道
子
の
エ
ッ
セ
イ
的
な

文
章
な
ど
か
ら
読
み
解
き
始
め
る
こ
と
と
な
り
、
四
十
年
近
く
経
て
よ
う

や
く
『
苦
海
浄
土
』
全
編
も
読
み
終
え
た
。 

　
時
代
・
場
所
・
人
称
を
超
え
る
石
牟
礼
道
子
の
文
章
＝
表
現
世
界
に
只
々

驚
嘆
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
二
〇
一
八
年
二
月
に
石
牟
礼
道
子
が
こ
の
世

2



̶ 水俣と島原半島・天草諸島への旅 ̶ 
石牟礼道子に導かれて

を
離
れ
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
石
牟
礼
道
子
と
《
水
俣
病
事

件
》
へ
の
空
白
を
埋
め
る
こ
と
で
、
私
の
内
に
新
た
な
世
界
と
歴
史
を
希

求
す
る
憧
憬
の
よ
う
な
衝
動
が
さ
ら
に
強
く
立
ち
現
れ
始
め
た
。
そ
し

て
、
こ
の
「
水
俣
へ
の
旅
」
の
参
加
を
決
め
た
。 

　
こ
の
旅
で
出
会
っ
た
人
々
、
ど
の
方
に
も
魂
の
奥
深
さ
と
力
強
さ
を
感

受
し
て
幾
度
も
目
頭
が
熱
く
な
り
、
今
で
も
肌
触
り
の
様
に
し
て
お
一
人

お
一
人
へ
の
想
い
が
殘
る
。 

　
今
日
も
続
く
富
国
強
兵
＝
近
代
国
家
と
経
済
成
長
＝
近
代
文
明
に
よ
る

収
奪
と
抑
圧
に
よ
り
、
棄
民
と
さ
れ
た
人
々
の
生
命
の
苦
悩
と
告
発
と
希

望
、
そ
し
て
、
破
壊
さ
れ
た
水
俣
・
不
知
火
海
の
自
然
の
苦
悶
と
訴
求
と

豊
穣
に
直
接
的
に
触
れ
合
う
こ
と
で
、
政
治
的
・
社
会
的
な
枠
組
み
に
は

収
ま
り
き
れ
な
い
深
く
強
い
メ
ッ
セー

ジ
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た
。 

　
石
牟
礼
道
子
の
心
魂
に
も
、
も
う
一
歩
近
づ
け
た
様
な
気
が
す
る
。
こ

の
旅
で
出
会
え
た
人
々
と
自
然
に
感
謝
し
、
そ
の
命
に
幸
あ
れ
と
願
う
。

こ
の
旅
に
よ
り ̶

 

石
牟
礼
道
子
と
《
水
俣
病
事
件
》
へ
の
四
十
年
の
空

白
を
埋
め
る ̶
 

私
の
「
生
き
直
し
」
の
道
行
き
が
よ
り
い
っ
そ
う
深

ま
っ
た
よ
う
だ
。 

̶
2018.12.5 

記
（2020.2. 

修
正
）̶

 

　
　
《
島
原
半
島
・
天
草
諸
島
へ
の
旅
》 

　
不
知
火
・
有
明
と
い
う
相
対
す
る
同
一
海
域
に
お
い
て
三
百
年
余
り
の

時
を
隔
て
た
時
空
の
も
と
、
同
じ
よ
う
に
名
を
残
す
こ
と
も
無
く
鮮
烈
で

苛
烈
な
人
生
を
送
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
々
の
死
と
生
の
来
し
方
行
く

末
に
つ
い
て
、
共
苦
と
共
感
を
秘
め
た
重
層
的
・
呪
術
的
な
語
り
口
で
表

現
す
る
こ
と
で
、
石
牟
礼
道
子
の
『
苦
海
浄
土
』
と
『
春
の
城
』
は
、
そ

の
時
空
を
超
え
て
共
鳴
す
る
生
類
世
界
の
リ
ア
ル
な
姿
を
一
対
の
文
学
作

品
と
し
て
見
事
に
描
き
出
し
て
い
る
。 

　
こ
の
二
作
品
を
読
む
私
は
、
自
身
の
肉
体
と
心
魂
が
《
水
俣
病
事
件
》

と
《
島
原
・
天
草
一
揆
》
の
時
軸
へ
と
シ
ン
ク
ロ
し
、
「
制
度
と
し
て
の

歴
史
」
（
＝
正
史
）
へ
の
慄
き
と
抗
い
の
内
に
投
げ
込
ま
れ
、
そ
し
て
、

石
牟
礼
道
子
の
慈
愛
に
導
か
れ
る
よ
う
に
し
て
畏
怖
と
永
劫
の
生
類
世
界

を
垣
間
見
る
。
そ
れ
故
、
二
〇
一
八
年
の
「
水
俣
へ
の
旅
」
に
続
い
て
、

二
〇
一
九
年
五
月
の
「
島
原
半
島
・
天
草
諸
島
へ
の
旅
」
（
四
泊
五
日
）

も
私
の
人
生
に
と
っ
て
必
然
的
な
道
行
き
と
な
っ
た
の
だ
。
〔
註
３
〕 

 
〔
註
３
〕
こ
の
「
島
原
半
島
と
天
草
諸
島
へ
の
旅
」
の
行
程
は ̶

  
フ
ェ
リー

で
熊
本
港
か
ら
島
原
港
へ
渡
り
、
島
原
城
と
そ
の
周
辺
を
散
策
見
学/

路
線
バ
ス
で
原
城
跡
へ
移
動
し
、
有
馬
キ
リ
シ
タ
ン
遺
産
記
念
館
と
原
城
跡
を

散
策
見
学/
路
線
バ
ス
で
口
之
津
港
へ
移
動
し
、
口
之
津
で
口
之
津
歴
史
民
俗
資

3



̶ 水俣と島原半島・天草諸島への旅 ̶ 
石牟礼道子に導かれて

料
館
（
旧
長
崎
税
関
口
之
津
支
庁
）
を
見
学/

フ
ェ
リー

で
口
之
津
港
か
ら
天
草

下
島
の
鬼
池
港
へ
渡
っ
て
路
線
バ
ス
で
本
渡
へ
移
動
し
、
天
草
キ
リ
シ
タ
ン

館
・
天
草
コ
レ
ジ
ヨ
館
・
崎
津
集
落
・
崎
津
教
会
・
天
草
ロ
ザ
リ
オ
館
・
大
江

教
会
を
散
策
見
学/

最
後
に
旅
の
お
ま
け
で
、
通
詞
島
沖
で
の
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
と
本
渡
港
近
く
の
本
渡
歴
史
民
俗
資
料
館
見
学 

　
今
回
の
主
な
旅
の
目
的
は
、
江
戸
初
期
の
幕
藩
体
制
を
内
乱
の
ご
と
く

揺
る
が
せ
た
《
島
原
・
天
草
一
揆
》
の
主
戦
場
と
な
り
、
籠
城
す
る
老
若

男
女
の
一
揆
勢
約
二
万
数
千
人
に
対
し
て
総
勢
約
十
二
万
も
の
幕
府
正
規

軍
が
攻
め
か
か
り
、
圧
政
と
弾
圧
に
耐
え
か
ね
て
結
束
と
信
仰
と
覚
悟
の

内
に
蜂
起
し
た
農
民
・
キ
リ
シ
タ
ン
が
惨
殺
・
殺
戮
さ
れ
た
原
城
跡
の
場

に
我
が
身
を
置
く
こ
と
で
あ
っ
た
。 

　
そ
の
よ
う
な
場
に
我
が
身
を
置
く
こ
と
は
、
『
春
の
城
』
で
の
既
視
的

な
現
実
感
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
と
い
う
恐
怖
と
躊
躇
を
も
た
ら
す
行
為
で

あ
り
、
実
際
の
所
、
原
城
跡
の
場
に
身
を
置
い
た
時
、
私
の
心
魂
の
内
で

何
か
が
激
し
く
響
め
き
騒
い
だ
。 

　
し
か
し
、
し
ば
ら
く
す
る
と
原
城
跡
を
包
み
込
む
碧
く
広
い
空
と
海
と

共
に
い
る
こ
と
で
、
そ
の
恐
怖
と
躊
躇
は
畏
怖
と
崇
敬
へ
と
変
容
し
昇
華

し
て
い
っ
た
。
私
の
心
魂
の
内
で
何
か
が
了
解
さ
れ
て
、
名
も
な
く
死
し

て
逝
っ
た
人
々
の
魂
が
私
と
い
う
存
在
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
よ
う
に
感

受
し
た
の
だ
。 

　
今
に
し
て
思
え
ば
、
そ
の
了
解
と
は ̶

「
制
度
と
し
て
の
歴
史
的
発

展
」
（
＝
唯
物
的
発
展
史
観
）
の
も
と
で
虐
げ
ら
れ
見
捨
て
ら
れ
た
人
々

の
魂
と
共
苦
・
共
感
・
共
生
し
な
が
ら
、
新
た
な
様
相
で
危
機
的
状
況
に

瀕
す
る
現
代
を
生
き
て
暮
ら
す
と
い
う ̶

 

私
自
身
に
と
っ
て
の
〈
逆
世

へ
む
け
て
の
転
生
の
予
感
〉
〔
註
４
〕
で
あ
り
、
そ
の
「
生
き
直
し
」
へ

の
意
志
と
勇
気
と
慈
愛
の
覚
知
だ
っ
た
よ
う
だ
。 

〔
註
４
〕
〈
逆
世
へ
む
け
て
の
転
生
の
予
感
〉
は
石
牟
礼
道
子
の
言
葉
。
大
鹿
卓

が
著
し
た
『
谷
中
村
事
件
』
（
新
泉
社
刊/1972

年
）
の
解
題
（
原
題
「
こ
こ
ろ

燐
に
そ
ま
る
日
に
」
）
と
し
て ̶

「
わ
た
く
し
は
、
お
の
れ
の
水
俣
病
事
件
か

ら
発
し
て
足
尾
鉱
毒
事
件
史
の
迷
路
、
あ
る
い
は
冥
路
の
な
か
に
た
ど
り
つ
い

た
。
こ
れ
は
逆
世
へ
む
け
て
の
転
生
の
予
感
で
あ
る
。
も
は
や
喪
わ
れ
た
豊
饒
の

世
界
が
こ
こ
に
こ
そ
あ
る
。
人
も
自
然
も
渡
良
瀬
川
の
魚
た
ち
も
足
尾
の
山
沢

の
鹿
た
ち
や
猿
た
ち
も
。
そ
の
よ
う
な
も
の
た
ち
を
心
の
底
に
恋
い
暮
ら
す
よ

り
ほ
か
に
、
い
ま
の
日
本
の
ご
と
き
に
生
き
て
い
ら
れ
よ
う
か
。
」
〔
藤
原
書
店

刊
『
石
牟
礼
道
子
全
集
・
不
知
火
　
第
十
四
巻
』
「
作
品
評
」
所
収
よ
り
引

用
〕 ̶

 

と
記
し
て
い
る
。 

̶
2019.5.23 

記
（2020.2. 

修
正
）̶
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